
                                   ２０１３年７月１３日 

２０１３－２０１４年度ワイズメンズクラブ 

六甲部部長 山田 滋己 殿   

                          六甲部ＥＭＣ事業主査 小野 勅紘（西宮クラブ） 

 

動議案の提案 

 

提案名：六甲部の部則改定のための部長諮問機関としての「部則改定臨時研究委員会」を設置する。期間、方

針、委員などの詳細は部長に一任する。 

 

提案理由：現在の六甲部の部則は２００２年に制定されて２００６年に 1回改定されて現在に至るが、１０

年を越える経過や社会や生活、ワイズなどの周辺環境も大きく変化してきている。その結果一部に

おいて現状にそぐわない部分が散見されるようになってきた。 

    今後ワイズの一翼を担う六甲部が更に大きく成長していくためには、その規範となる部 

    則を将来に向けて適正にかつ革新的に改定して、ワイズ成長の一助としてはどうか。 

    そのための研究を行う臨時委員会を、六甲部部長の諮問機関として設置していただきたい。 

期間、方針、委員等の詳細については、一任する。 

 

提案内容：以下の通り 

１．部則改定案に至るきっかけ 

ご存知のように前期においてＥＭＣ事業の準備作業に１月より入りましたが、主査には準備活

動は認められていないので、第２回評議会において部則改定の動議を出して可決された暁から

作業を始められたいとのことでした。 

 

そこで、部則改定の準備を始めましたが、以下のような問題点が発生し、次期に繰り越すこと

にしました。 

① ２回評議会に出席の際に私には議決権はなく、当然に動議提案権もないと思われた。 

（部則によれば意見は述べられるが、議決に参加は出来ない） 

② 議決権のある会長から提案してもらうためにクラブの役員会に掛けましたが、       

審議時間が短すぎて今回の動議提案には賛成が得られなかった。 

    ２．部則改定に至る理由と問題点（一部例） 

今回部則改定の準備を始めて判明したことで、現在の部則には多くの問題点を発見しました。

例えば 

① 準備活動は認められていないとしながらも、慣例的に西日本区次期会長研修会       

（３．９－１０）や六甲部準備役員会（５．１１）を実施していて、準備活 

動を行っている既成事実がある。またそれらや今回の第１回評議会において 

方針や活動計画を策定するには準備作業や事前調査が必要である。 

② 準備活動を開始した場合、現主査などの活動と重複し、混乱を招く恐れがある。 



③ 現在の部則は２００２年に制定されて、２００６年に１回改定が行われているが制定から

１０年以上経過しており不備な点が散見される。例えば、採決方法は「登録者の過半数以

上」となっていて、出席者と誤解されやすい。その前に議決権者４名を部長に届けれ認定

されるものとする条文があるが、それがなければ誤解が生じる。また議決権者の出席が

４名に満たなかった場合の処置が曖昧であり、１票の格差が生じやすい。（採決の際の委

任状の扱いなど） 

④ 次期部長は役員であるので前期第２回評議会で選出されたが、次々期部長を第２回評議会

で選出することになっているが、今回選出していない。役員の条文では次々期部長は役

員ではないのに、選出に際しては役員になっている。これは次期主査と同じである。 

部長選出などの輪番制だから分かるだろうというのは正規の手続を経ていない。そもそ

も輪番制が原則になっていて、立候補が特例になっているが、選出方法としては立候補

が原則であって、立候補者がいないと分かっていても、まずは原則である立候補者を募

って、立候補者がいない場合に限って、輪番制または執行部が推薦した方でそれを承認

するというのが正規の手続である。こういった手続部分をはじめ、条文の番号の取り方

が整備されていない。例えば第○条の次に①、②・・・と続き、第○条の本文がない。

本来条文は第○条の本文が・・・・・あり、第二項はいきなり２ ・・・・・、

３ ・・・・となる。列記する並列項目は①、②・・・と列記する。今の部則では本文

がない条項が多数見受けられる。 

 

      ３．その他の課題 

以上以外にも見直しが必要な部分が多く見受けられるので今回、部則の改定が必要と思

われます。主査の準備活動はその一部であり、西日本区の事業委員会が現主任、直前主

任、次期主任で事業委員会を構成し、現主任の事業として実施しているように、部の活

動も現役員すなわち、現部長、現主査の活動範囲の中で準備活動が可能ではないかと思

われます。世帯の多い京都部ならいざ知らず、西中国部や瀬戸山陰部をはじめとした中

小部の六甲部ではそこまでしなくても良いのではという考えは六甲部２００や西日本区

２０００を目指す前向きの活動からは後退した、現状以前の後ろ向きの考え方ではない

かと思われるので、いつでも理想を求めた前向きな活動を維持していきたいので今回、

時間をかけて部則改定研究臨時委員会の設置を提案するものである。時期、委員、方針

などの運営詳細は別途検討するものとする。 

                                     以上 


